





























































































































































































































































  拡散的に考えた。1,2の視点からではなく，いろいろな視点で考えることができた。 6
 ドキュメンターに出てくる人の気持ちやイメージそのものを整理し記録しやすい　 5
 イメージを整理するのに，文章よりもマインドマップを使った方が自分の気持ち
 や考えを自由に伸ばせる 5
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示し，表３に図２に書かれた言葉を整理した。中央には，今回のテーマである「障害者」を置き，
そこから放射状に伸びる４本のブランチにはそれぞれ「ビデオを見る前のイメージ」「ビデオを見
た後のイメージが変わった」「私たちに何ができるのか」「ビデオを見て盲聾者の声が聞こえた」
の BIOが付いている。その先のサブ・ブランチを見ると，「できることはけっこうあるんだな～」
や「友達，理解してくれる人が欲しい」のように，ドキュメンタリー映像を見て得たイメージや
気持ちが多く記され整理されていることがわかる。
図２　学生Ａ作成のマインドマップ　　
ドキュメンター映像「手と心の通う場所：わくわくわーく作業所を追う」視聴記録
（オリジナルはカラ―で作成）
表３　学生Ａ作成のマインドマップに書かれた言葉・イメージ
ドキュメンター映像「手と心の通う場所：わくわくわーく作業所を追う」視聴記録
セントラル
イメージ BOI サブブランチ
 何もできなくてすることもない　死ぬ時を待つだけ
 笑ったこともない
 家ごもり
 杖とかなかったら，歩けない
 できることはけっこうあるんだな～
 障害があるけど，普通の人のように行きたい気持ちが わかった
 ビデオの中で盲聾者の笑顔をみて感動した
 作業する時普通の人の姿のように見える
 周りにこんな人も生きているんだなぁ～と気付いた
 障害者のことをもっと理解する
 障害者にできることをやらせてあげる
 もともと健常な人も障害を持つようになった人もいるから，私たちも
いつか障害を持つ可能性がある。だから障害者の立場になって考
えて，障害者の気持ち，生き方を理解すべきだと思う
 友達，理解してくれる人が欲しい
 難しいけど，普通の人のように生きたい
 作業所とかの施設を増やしてほしい
ビデオを見る前の
イメージ
ビデオを見た後の
イメージが変わった
私たちに
何ができるのか
ビデオを見て盲聾
者の声が聞こえた
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マインドマップによるノートテイキングの試み
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　もう一つ学生Ｂの事例を挙げる。学生Ｂはアンケートでドキュメンタリー映像を記録する方法
としてマインドマップについて「文章でイメージを整理するより，マインドマップの方がいいと
思います。いきいきと描きだすことができ，よく把握できました」と評価している。実際に学生
Ｂが書いたマインドマップを見てみよう。図３に学生Ｂが盲聾者についてのドキュメンタリーを
視聴後書いたマインドマップを示し，表４に図３に書かれた言葉を整理した。中央には，テーマ
である「障害者」を置き，そこから放射状に伸びる４本のブランチにはそれぞれ「自信」「心理」
「ボランティア」「私」の BIOが付いている。その先のサブ・ブランチを見ると，「自信があれば，
何でもできる」「一人じゃない，社会人として」のように，ドキュメンタリー映像を見て得たイ
メージや気持ちが多く記され整理されている。
図３　学生Ｂ作成のマインドマップ
ドキュメンター映像「手と心の通う場所：わくわくわーく作業所を追う」視聴記録
（オリジナルはカラ―で作成）
表４　学生Ｂ作成のマインドマップに書かれた言葉・イメージ
ドキュメンター映像「手と心の通う場所：わくわくわーく作業所を追う」視聴記録
セントラル
イメージ BOI サブブランチ
 自信があれば、何でもできる
 自信がなかったら、死ぬみたい
 やれる事やる
 存在感（やれる事がある）
 楽しい事（達成）
 一人じゃない、社会人として
 愛
 盲ろう者のそばにいる、感動
 盲ろう者に自信をあげる
 やれる事を大切にする
 時間を大切にする
 私が盲ろう者になったら、どう生きていくかと時々考えてたが、
答えがなかった。ビデオを見てから、自分ができる事をやって、
楽しくなると感じられました
学
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B
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自信
心理
ボランティア
私
 マップ外にコメント有：目がきれいだけど，見えないよ。耳も聞こえないなあー。盲ろう者たち
どうする？
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　これらの結果から，映像視聴のノートテイキングの手法としてのマインドマップの利用は，次
の２点において利点があると考えられる。まず一つは，マインドマップの持つ「情報の記録と整
理を放射思考で行う」機能が有効に働き，学生は文章で書くよりも自由に複数の視点で拡散的に
思考しノートを取ることができることである。もう一つは，学生が映像視聴により得たイメージ
や気持ちを記録するにおいて，文章に言語化して記録するよりも，元来脳内に広がるイメージを
表現しようとして考案されたマインドマップを利用した方がより容易であることである。この点
については，日本語能力が発達途上である留学生にとって，イメージや気持ちを全て言語化しな
くても記録を比較的自由に取れることが評価されたと考えられる。
５．おわりに
　本稿では，映像視聴のノートテイキングの手法として学生にマインドマップを利用させ，その
効果を報告した。その結果，映像視聴のノートテイキングの手法としてマインドマップの利用の
可能性が認められた。
　しかし今回の映像の視聴，およびそのノートテイキングとしてのマインドマップの利用は，学
部留学生対象の「日本事情」クラスにおいてドキュドラマを制作する準備段階の情報収集として
の活動であったので，今後は映像の視聴とマインドマップの利用がどのようにドキュドラマ制作
活動に有益であったか，またその過程での学びをいかに促進したかを検証したい。
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